
令和 4 年 7 月 15 日（金曜日） 

第 62 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議  

第 26 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議  

 

【市長挨拶・メッセージ】  

 （感染状況） 

・陽性者数は、ここ１０日程で急増し、７月１２日には、県内１，２０５人、佐賀市内でも 

４５３人とともにこれまでで最多となった。 

・ただし、ＢＡ．１、ＢＡ．２の時と比べると、中等症者数や死者数は減少している。 

・全国的にも同じ状況にあり、室内が換気しづらい季節ということで、感染経路はいわゆる

エアロゾル感染などが考えられるところである。 

・基本的な感染対策（マスクの正しい着用、手指消毒、換気）を徹底していただきたい。 

（ワクチン接種） 

・４０歳代以下の若い年齢層の３回目の接種率が低い状況が続いている。 

・若い方も重症化することがあるため、自らの健康を守るために、早めの接種にご協力を。 

・４回目の接種に関しては、重症化予防効果が期待されている。 

・佐賀市では、接種希望者がスムーズに接種できるように、個別接種だけでなく、集団接種の

体制も整えている。 

・昨日の総理の会見でも、４回目接種の対象者の拡充の発表があったが、佐賀市では全ての

対象者に接種券を発送しているので、速やかに接種できるものと考えている。 

・今後とも、医療関係者の皆様と佐賀市が力を合わせて、接種を進めて行きたいと考えてお

り、引き続き、ご協力をお願いしたい。 

（市民の皆様へのお願い） 

・これから、子どもたちは、楽しみな夏休みです。 

・「楽しい思い出をたくさん作ってほしい」「暑い夏を満喫してほしい」と思います。 

・その中で、熱中症の対策も十分にしながら、引き続き、基本的な感染対策を実践していただ

くようお願いいたします。 

・ワクチン接種については、感染予防と重症化予防のため、対象者の方は、早めの接種をお願

いします。 

・最後に、新型コロナウイルスの陽性者や濃厚接触者、ワクチン接種に関連した誹謗中傷や差

別的言動が無いようお願いいたします。 

 

【主な確認事項・協議事項等】 

１ 新型コロナウイルス感染症の感染状況について 

・新規陽性者数は、６月中旬から増加し始め、７月に入って急増している。 

・ここのところ検査数は減っているが、陽性率が上がっている。 

・陽性者は若年層が多く、症状もほぼ軽症・無症状である。 

・県は、中等症以上の医療的ケアが必要な方や高齢者など、重症化リスクのある方に対応を

集中するとしている。 

・現時点で、国・県とも行動制限は行わない予定である。 

 

２ 新型コロナウイルスワクチン接種について 

３回目接種について 

・４０歳代以下の年齢層の接種率が低く、全人口ベースで全国平均を下回っている。 

 

４回目接種について 

・６月末から６０歳以上の一般の方の接種が本格化し、７月１３日時点で６０歳以上の接種

率は９．３％、全年齢で４．１％である。 

・接種券は、３回目接種から５カ月経過した全ての人に順次発送しており、これから発送が

増えてくる。 

・７～８月も集団接種を実施する。 

・集団接種は、感染拡大を受け、予約数が増えているが、今後、予約状況や接種対象の拡大な

どをみて、受け入れ枠を調整する。 

・国は、全ての医療従事者及び高齢者施設の従事者約８００万人を対象とし、４回目接種を

行うこととした。 

・佐賀市では約１万５千人を見込んでおり、国から接種開始の通知が届き次第、速やかに接

種を開始する。 

・今後、医療従事者及び高齢者施設等の関係者に接種案内を行うとともに、個別医療機関に

接種を依頼する。 

 

３ 佐賀県の動きなど 

 ７月１２日に県知事から次のような発表があっている。 

・現状、佐賀県の警戒レベルは２のまま。 

・これから、陽性者数はもっと多くなると思われるが、佐賀県は、医療的ケアが必要な方 

（中等症Ⅱ以上など）や症状がある方に対応を集中する。 

・さらに、これまでやってきた高齢者対応、特に疾患のある高齢者への対応を重点化してい 

く必要がある。 

・現時点においては、行動制限等については対応を変更する予定はない。 

 （陽性者数が増えることだけをもって、それだけで行動制限等をかけるということは、今の

ところは考えていない） 

 

４ イベント・施設の取扱いについて 

・吉野山キャンプ場は、本日から７月２０日まで閉園し、山中キャンプ場は、本日から当分の

間、新規受付を中止する。 

・佐賀城下栄の国まつりの開催可否は、７月２７日の運営委員会で決定する。 


